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第２章 地域循環共生圏形成に向けた取り組み 

 

 検討の視点 

 

本検討では、「地域課題」、「地域循環共生圏を構成する要素（ソリューション）」、「実現方法」

の 3 つの視点で先進事例の分析を実施した。実現方法については、更に「ビジネスモデル・パタ

ーン」、「成功要因」、「阻害要因・支援策」の 3 つの視点で分析を行った。 

 

 

図 8 検討の視点 

 

なお、本検討では、地域循環共生圏ビジネスの実現に向けて、部分的にでも取り組みが前に進

んでいる状態を「成功」と定義する。「地域循環共生圏ビジネス」とは、以下 3 つの要素を満たし、

結果として地域に裨益しているビジネスであると捉えられる。 

① 地域資源を活用し、地域内または地域間で補完し支え合いの関係が構築できている 

・ 相互補完関係を持ちつつ、それぞれの主体が財務面や人材面で他社に依存することな

く主体的に、自立した運営を実現できている 

・ それが持続可能である 

② 地域内で資金が循環している（地域外からの流入を含む） 

③ 環境を含む多様かつ地域それぞれの課題解決につながる 

・ CO2 排出削減、汚染防止、資源利用などを通して環境負荷削減を実現する 

・ 交通や医療・買物など地域ニーズを満たす基盤を提供できている 

 

  

地域課題

地域循環共生圏を構成する要素
（ソリューション）

何に悩んでいた？何を目指した？

課題を克服するために、
何を実施する？何を導入する？

成功要因

阻害要因・支援策

実現
方法

要素（ソリューション）の導入にあたって、
どうやって経済的に・ビジネスとして成立させる？

経済的に・ビジネスとして成立させるために、
どういった工夫を施した？

事業を実現する・更に拡大するにあたって、
何がボトルネック？必要とする支援策は？

ビジネスモデル・パターン
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具体的には、先進事例について、以下のような項目についてヒアリングを実施し、その結果を

とりまとめた。 

 

1. 【地域課題：Why？】  

何に悩んでいた？何を目指した？ 

⚫ どんな問題に直面していた？なにを目指した？ 

⚫ 個別の問題（課題）意識を、どのように地域全体の問題（課題）意識に昇華させた？ 

⚫ どうやって地域資源や基盤の現状、発生してしまっている経済損失・環境負荷を把握した？ 

 

2. 【地域循環共生圏を構成する要素（ソリューション）：What？】  

  課題を克服するために、何を実施する？何を導入する？ 

⚫ どのような地域資源を活用した？その資源に着目した理由は？どうやって価値ある地域資源を発見した？ 

⚫ どのような事業を実施している？どのような技術（交通・エネルギー・情報通信/IoT など）を用いている？ 

 

3. 【実現方法：How？】 

  ソリューション導入にあたって、どうやって経済的に・ビジネスとして成立させる？ 

a. 【ビジネスモデル・パターン】 

どうやって経済的に・ビジネスとして成立させる？ 

⚫ どうやって収益性を担保する？ 

⚫ どうやってイノベーションを実現した？既存大手企業との差別化方法は？ 

 

b. 【成功要因】  

経済的に・ビジネスとして成立させるために、どういった工夫を施した？ 

⚫ どういった変曲点があった？それをどう乗り越えた？ 

⚫ どのような運営組織・仕組み・拠点が必要？ 

⚫ どのような人材が必要？ 

⚫ どのようなパートナーが必要？どのように巻き込んだ？ 

⚫ どうやって資金調達した？ 

 

c. 【阻害要因・支援策】  

事業を実現する・更に拡大するにあたって、何がボトルネック？必要とする支援策は？ 

⚫ 目指す事業の実現や更なる事業拡大にあたって、障壁になるのは何？  

⚫ その克服のために必要だと考えられる支援策は？ 

⚫ 過去に有効であった支援策（または無効）は？ 
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 地域課題と導入されるソリューション 

 

様々な地域が問題として認識していること、目指す姿、それを実現するために導入するソリュ

ーションを、後述する取り組み事例の分析結果をもとに、『全体像』としてとりまとめた。 

また、前述の、『人に優しく魅力ある「交通・移動」システム』、『「災害」に強いまち』、『健康で

自然とのつながりを感じる「ライフスタイル」』の 3 分野別に取り纏めた。 

更に、地域特性によって差異の大きい『人に優しく魅力ある「交通・移動」システム』について

は、①地方都市、②中山間/過疎地、③観光地の 3 つの地域それぞれについて分析を行った。 

 

全体像 

 

図 9 地域循環共生圏における地域課題・目指す姿・ソリューション 
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人に優しく魅力ある「交通・移動」システム 

 

図 10 「交通・移動」分野における地域課題・目指す姿・ソリューション 

健康で自然とのつながりを感じる「ライフスタイル」 

 

図 11 「ライフスタイル」分野における地域課題・目指す姿・ソリューション 

  

B.
インセンティブ導入

地域通貨の導入＊ INDETAIL

地域ポイントの導入 宇都宮市 物的資源

自然資源

人的資源

経
済

社
会

環
境

中心市街地・
地域産業が衰退する
• 利用者・担い手の減少により、

中心市街地が衰退、生活
サービスが分散化

• 移動が困難で外出率が低い

公共交通の利便性が
低いまたは衰退し、
自家用車に依存
• 公共交通の乗継が悪く、

ファースト・ラストマイルでの
移動手段が不足している

• 自家用車による個別輸送が
多く、駅前で渋滞が発生

• 免許返納が進まず、高齢ド
ライバーによる事故の恐れ。
また、免許返納後の高齢
者・自家用車非保有者の移
動手段不足が深刻化

１．地域課題（問題） ４．地域資源２．目指す姿 ３．ソリューション

環境負荷が発生
• 自家用車の個別送迎が多く、

エネルギー消費が非効率
• 複数の送迎バスやその排気

ガスが歩行者の迷惑になる

交通事業が赤字
• 事業者の所得が少ない

• 公共交通の維持経費が
自治体の負担になっている

• ドライバーが不足している

太陽光
木材・小水力・地熱等

公共交通事業者

（鉄道、バス等）

遊休車両

地域住民

車両の空きスペース

遊休施設

グリーンな交通・物流
• 再生可能エネルギーの活用

• 効率的な運行・配車による省エ
ネ化

活気ある地域づくり
• 魅力あるサービス・便利な移動

手段の確保による外出率の向上、
消費増、中心市街地の活性化

• 余裕時間の創出による消費の活
性化

健全な交通事業
• 事業者の利益向上、事業採算

性の維持

• 公共交通利用者の増加

• 省人運営の実現

便利・快適で
持続可能な生活交通
• 移動に際する無駄な待ち時間の

減少

• ドアtoドアでの移動手段、二次
交通の十分な確保、各種生活
サービスとの連携

• 多様なニーズに対応した運賃・
料金の柔軟化

A.
電動車両の導入

LRT 宇都宮市

EVステーション REXEV

グリーンスローモビリティ
(小型EV、電動自転車等）

でんき宇奈月

交通向け地産地消再エネ
（太陽光・廃棄物/下水汚泥等）

でんき宇奈月
宇都宮市
INDETAIL、
湘南電力/REXEV

E.
無人
オペレーション化

自動運転やドローンによる無人輸送 ー

配車予約・決済等の自動化
MONET
未来シェア
INDETAIL

D.
ルート・ダイヤ
最適化

リアルタイム・最適ルート配車 MONET
未来シェア
INDETAILデマンド交通

マルチモーダル化 ー

G.
マルチタスク化・
サービス可動化

貨客混載 ー

カートレイン
(自転車を乗せ電車やバスに乗車)

ー

移動販売
移動診療(医療×MaaS)

MONET

拠点形成(コンパクト・ネットワーク) 邑南町・大宮産業

各種事業者

（バス、タクシー、物流、
福祉、観光等）

EV車両

F.
需給のバンドル化

カーシェア・ライドシェア MONET

異業種間での共同輸送 ー

廃棄物/下水汚泥 等

観光客

貨物

風景・景観
里地里山

C.
新たな経済活動の創出
地域特性の発信

ターミナルセンター
(交通結節点における各種サービス提供)

宇都宮市

エコ交通による地域ブランド化 でんき宇奈月

＊地域通貨の交換可能なものの範囲に広く財物が含まれる場合は、当該地域通貨が実
質的に金銭の支払いと同等の効果を有し、道路運送法の許可又は登録を要することと
なる可能性が高い
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「災害」に強いまち 

 

図 12 「災害に強いまち」分野における地域課題・目指す姿・ソリューション 

 

【地方都市型】 人に優しく魅力ある「交通・移動」システム 

 

図 13 【地方都市型】「交通・移動」分野における地域課題・目指す姿・ソリューション 

物的資源

自然資源

人的資源

経
済

社
会

環
境

中心市街地が
衰退する
• 利用者・担い手の減少により、

中心市街地が衰退

公共交通の利便性が
低く、
自家用車に依存
• 公共交通の乗継が悪い

• ファースト・ラストマイルでの
移動手段が不足している

• 自家用車による個別輸送が
多く、駅前で渋滞が発生

• 免許返納が進まず、高齢ド
ライバーによる事故の恐れ

１．地域課題（問題） ４．地域資源２．目指す姿 ３．ソリューション

環境負荷が発生して
いる
• 自家用車の個別送迎が多く、

エネルギー消費が非効率

交通事業が赤字
• 事業者の所得が少ない

• 公共交通の維持経費が
自治体の負担になっている

• ドライバーが不足している

太陽光

公共交通事業者

（鉄道、バス等）

遊休車両

地域住民

車両の空きスペース

遊休施設

グリーンな交通・物流
• 再生可能エネルギーの活用

• 効率的な運行・配車による省エ
ネ化

活気ある地域づくり
• 魅力あるサービス・便利な移動

手段の確保による、中心市街地
の活性化

• 余裕時間の創出による消費の活
性化

健全な交通事業
• 事業者の利益向上

• 公共交通利用者の増加

• 省人運営の実現

便利・快適な公共交通
• 移動に際する無駄な待ち時間の

減少

• ドアtoドアでの移動手段の十分
な確保、各種生活サービスとの
連携

• 多様なニーズに対応した運賃・
料金の柔軟化

A.
電動車両の導入

LRT 宇都宮市

EVステーション REXEV

交通向け地産地消再エネ
（太陽光・廃棄物/下水汚泥等）

でんき宇奈月
宇都宮市
INDETAIL、
REXEV

B.
インセンティブ導入

地域通貨の導入＊ INDETAIL

地域ポイントの導入 宇都宮市

C.
新たな経済活動
の創出

ターミナルセンター
（交通結節点における各種サービス
提供）

宇都宮市

E.
無人
オペレーション化

自動運転による無人輸送 ー

配車予約・決済等の自動化
MONET
未来シェア
INDETAIL

D.
ルート・ダイヤ
最適化

リアルタイム・最適ルート配車 MONET
未来シェア
INDETAILデマンド交通

マルチモーダル化 ー

G.
マルチタスク化・
サービス可動化

貨客混載 ー

カートレイン
(自転車を乗せ電車やバスに乗車)

ー

移動販売
移動診療(医療×MaaS)

MONET

拠点形成(コンパクト・ネットワーク)
邑南町、大宮
産業

各種事業者

（バス、タクシー、物流、
福祉、観光等）

EV車両

F.
需給のバンドル化

通勤通学のカーシェア・相乗り MONET

異業種間での共同輸送 ー

廃棄物/下水汚泥 等

観光客

貨物

＊地域通貨の交換可能なものの範囲に広く財物が含まれる場合は、当該地域通貨が実
質的に金銭の支払いと同等の効果を有し、道路運送法の許可又は登録を要することと
なる可能性が高い
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【中山間/過疎地型】 人に優しく魅力ある「交通・移動」システム 

 

図 14 【中山間/過疎地型】「交通・移動」分野における地域課題・目指す姿・ソリューション 

【観光地型】 人に優しく魅力ある「交通・移動」システム 

 

図 15 【観光地型】「交通・移動」分野における地域課題・目指す姿・ソリューション 

経
済

域内消費が少なく、
地域産業が衰退
• 移動が困難で、外出率が

低い

• 利用者・担い手の減少により、
市街地の衰退が進み、
生活サービスが分散化

域内消費増による
地域産業の活性化
• 交通移動手段の整備を背景とし

た外出率の向上による、域内消
費の増加

A.
電動車両の導入

グリーンスローモビリティ
(小型EVバス 等)

でんき宇奈月

交通向け地産地消再エネ
（小水力、木質バイオマス）

でんき宇奈月
宇都宮市、小川町、
INDETAIL、
REXEV

B.
インセンティブ導入

地域通貨の導入＊ INDETAIL

地域ポイントの導入 宇都宮市

E.
無人
オペレーション化

ドローンによる無人配送 ー

D.
ルート・ダイヤ
最適化

リアルタイム・最適ルート配車 MONET
未来シェア
INDETAILデマンド交通

マルチモーダル化 ー

G.
マルチタスク化・
サービス可動化

貨客混載 ー

移動販売、移動診療等 ー

小さな拠点
(コンパクト・ネットワーク)

邑南町、大宮産業

F.
需給のバンドル化

カーシェア・相乗り REXEV

異業種間での共同輸送 ー

環
境

環境負荷が発生して
いる
• 自家用車の個別送迎が多く、

エネルギー消費が非効率

グリーンな交通・物流
• 再生可能エネルギーの活用

• 効率的な運行・配車による省エ
ネ化

社
会

地域交通が衰退し、
移動が困難
• 自家用車による個別輸送や

各送迎サービスに依存

• 免許返納が進まず、高齢ド
ライバーによる事故の恐れ

• 免許返納後の高齢者・自家
用車非保有者の移動手段
不足が深刻化

• 交通移動・物流事業におけ
る利益が少なく、維持経費
が大きい

持続可能な
生活交通・サービス
• ドアtoドアでの移動手段の十分

な確保

• 地域内の様々な輸送資源の統
合、各種生活サービスとの連携

• 交通移動・物流事業者における
健全な事業採算の維持

C.
新たな経済活動
の創出

移動と経済活動の掛け合わせに
よる事業者の利益増加
（車内販売、合わせ技 等）

邑南町

地域内の交流推進 でんき宇奈月

物的資源

自然資源

人的資源

太陽光

公共交通事業者

（鉄道、バス等）

遊休車両

地域住民

車両の空きスペース

遊休施設

各種事業者

（バス、タクシー、物流、
福祉、観光等）

EV車両

木材・小水力・地熱
等

観光客

貨物

１．地域課題（問題） ４．地域資源２．目指す姿 ３．ソリューション

＊地域通貨の交換可能なものの範囲に広く財物が含まれる場合は、当該地域通貨が実
質的に金銭の支払いと同等の効果を有し、道路運送法の許可又は登録を要することと
なる可能性が高い

経
済

社
会

環
境

観光産業が
盛り上がらない
• 観光客が減少している
• 観光客の域内消費が少ない
• 産業空洞化の打開策として

観光を盛り上げたいがブラン
ド力が無い

移動が不便・不快
• 観光スポット間を繋ぐ移動手

段がない
• 乗継が悪く、待ち時間が長

い
• 集中需要で渋滞が発生

観光業の負担が
大きい
• 送迎コスト/燃料代が嵩み、

地域の資金が流れ出る
• 人手不足でドライバーに人

員を割けない

環境負荷が発生して
いる
• 自家用車による個別の訪

問・送迎が多く、排気ガスが
多く発生している

• 排気ガスが歩行者（観光
客・住民）の迷惑になってい
る

グリーンな交通・物流
• 再生可能エネルギーの活用
• 効率的な運行・配車による省エ

ネ化

確立された観光ブランド
• 魅力的なまちづくりによる域外か

らの観光客の増加

観光客の域内消費
• 観光客の地域内回遊性向上に

よる、域内消費の増加

観光業が本業に集中
• 事業者の利益向上
• 公共交通利用者の増加
• 省人運営の実現

便利・快適な観光回遊
• 訪問先までの移動手段確保・二

次交通の利便性向上
• 移動に際する無駄な待ち時間の

減少

A.
電動車両の導入

グリーンスローモビリティ
(小型EVバス、電動自転車等)

でんき宇奈月

LRT 宇都宮市

交通向け地産地消再エネ
(小水力、木質バイオマス、地熱）

でんき宇奈月
宇都宮市、小川町、
INDETAIL、
REXEV

B.
インセンティブ導入

地域通貨の導入＊ INDETAIL

地域ポイントの導入 宇都宮市

C.
地域特性
(交通)の発信

エコツーリズム（地底湖） 宇都宮市

エコ交通による地域ブランド化 でんき宇奈月

交流推進（環境教育等） でんき宇奈月

E.
無人
オペレーション化

自動運転による無人輸送 ー

配車予約・決済等の自動化
MONET、未来シェ
ア、INDETAIL

D.
ルート・ダイヤ
最適化

リアルタイム・最適ルート配車 MONET
未来シェア
INDETAILデマンド交通

観光MaaS

G.
マルチタスク化・
サービス可動化

貨客混載 アップクオリティ

カートレイン
(自転車を乗せ電車やバスに乗車)

ー

小さな拠点
（コンパクト・ネットワーク）

邑南町、大宮産業

F.
需給のバンドル化

カーシェア・相乗り
(住民・観光客の移動需要を集束)

REXEV

異業種間での共同輸送 ー

物的資源

自然資源

人的資源

太陽光

公共交通事業者

（鉄道、バス等）

遊休車両

地域住民

車両の空きスペース

遊休施設

各種事業者

（バス、タクシー、物流、
福祉、観光等）

EV車両

木材・小水力・地熱
等

観光客

貨物

風景・景観
里地里山

１．地域課題（問題） ４．地域資源２．目指す姿 ３．ソリューション

＊地域通貨の交換可能なものの範囲に広く財物が含まれる場合は、当該地域通貨が実
質的に金銭の支払いと同等の効果を有し、道路運送法の許可又は登録を要することと
なる可能性が高い


